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「H A W K I N G  H O U S E」

Ｑ．卒業設計のデザイン　について
    コンセプトのきっかけ
Ａ．コンピュータを初めとするキカイに支
えられて生きている宇宙物理学者ホーキン
グの住宅。人間って、自分の体だけではな
くていろんなところでそれを拡張しながら
生きている。たとえば体の動かないホーキ
ングは、嬉しいときに車椅子を左右に揺ら
して笑っていることを表現した。車椅子を
初めとするあらゆるもの（母親、自転車、
カヌーとそれを漕ぐ仲間、杖など）は、ホ
ーキングにとって身体の一部だったといえ
る。これは誰にでも言えることだと思う。
住宅が身体をいかに拡張できるかを考え、
健常者の体以上の能力を与えてくれるよう
な住宅を構想した。
機械的＝冷たい、非人間的というイメージ
に疑問を持ったことが始まり。キカイと人
間の新しいあり方を住宅で表現しようと考
えたのがきっかけ。
通常卒業設計では都市等、規模の大きなも
のにチャレンジすることが多いけれど僕は

はないところ、エモーショナルな建築とい
う部分を気にかけている。
ある時、ランバンのデザイナー、アルベー
ル・エルバスに招待され、彼の好きなパリ
の建築を見に行くと、エモーショナルな空
間がそこにあった。たとえば、スイーツの
店ラデュレは行くと甘い気分になった。食
べ物の素材の色味などで人を甘い気分にさ
せる。パレ・ロワイヤルの香水店は、部屋
中にパフュームを吹きかけたかのように、
香水が舞い降りて漂っているような雰囲気
が、建築で表現されていた。そこにテクニ
ックはあるけど、そういうのって論理だけ
では伝えられない。阪田先生が言ったこと
は、こういうことだったのかと、その時わ
かった。
今は現象や人がその場にいてどのように知
覚するのかを、建築で考えることが増えて
いる。House  SH、Lotus  Beau ty  
Sa l onにおいても人がそこに行かないと
体験できない何かを表現した。写真では写
らない部分、人間の知覚の構造に着目して
建築を考えると、もっと面白い可能性がい
っぱい広がる。

Ｑ．このテーマをどうのように身につけて
いったか
Ａ．アートで言うと、作品が最初にあるの
ではなくて、その人がそれを体験している
中で生まれる。学生時代からアートがすご
い好きで、そういうアート、インスタレー
ションをみて学んできた。

Ｑ．学生に一言
Ａ．卒業設計のあり方も時代とともに変わ
っている。今、建築家は今まで必要とされ
てきた能力と異なるものを、求められてい
る。建築家のこれからのフィールドは商業
建築になってくる。公共建築というのは限
りなく少なくなって、商業建築の中で物を
つくっていかざるを得ない。そうするとマ
ーケティング能力とか社会的ニーズなど、
現代の人がどういうことを求めているのか
を敏感に察知する能力が求められ出してい
る。ところが大学では、そういったことを
教えていない。現実と少しずれている。学
生はそういった観点からも卒業設計を考え
てもよいのではないか。きっと役に立つと
思う。

あえて住宅を扱った。住宅のような小さい
規模でも、もっと大きい問題が扱えるので
は、大きな世界観をこめられるのではない
かと考えた。

Ｑ．当時興味のあったこと
Ａ．デルピエロ。ファンタジーを見せる人
ってすごいと思う。ファンタジスタになり
たかった。

Ｑ．影響を受けた人
Ａ．建築家よりは、コンテンポラリーない
ろんなアーティストから刺激を受けた。

Ｑ．卒業設計と現在の関係性
Ａ．阪田誠造先生に卒業設計の講評で言わ
れた一言がずっと心に残っている。言葉や
論理で作った部分に、人は感動するのでは
なくて、もの（建築）を通じて言葉ではな
いところで人は感動させられるとことが多
い、ということ。学生のときは割と論理的
に説明するタイプだったけど、今は論理で
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